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１．医薬分業が置かれている現状

～Part.1 薬局を取り巻く情勢 ～



「薬局・薬剤師のあり方、医薬分業のあり方」
2015年(平成27年)の公開ディスカッションは

大きなターニングポイントであった！
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次ページで拡大



２．住み慣れた地域で患者が安心して医薬品を使うことができるように
するための薬剤師・薬局のあり方の見直し

(1)薬剤師が調剤時に限らず、必要に応じて患者の薬剤の使用状況の把握や
服薬指導を行う義務
薬局薬剤師が、患者の薬剤の使用に関する情報を他医療提供施設の
医師等に提供する努力義務

(2) 患者自身が自分に適した薬局を選択できるよう、
機能別の薬局の知事認定制度（名称独占）を導入

①入退院時や在宅医療に他医療提供施設と連携して対応できる薬局
（地域連携薬局）

②がん等の専門的な薬学管理に他医療提供施設と連携して対応できる薬局
（専門医療機関連携薬局）

(3) 服薬指導について、対面義務の例外として、一定のルールの下で、
テレビ電話等による服薬指導を規定等



国家主導で普及したわが国の医薬分業は
経済誘導で導かれ処方箋依存経営に陥ってしまった

その結果・・・

医薬品医療機器制度部会の議論で

「医薬分業のメリットを感じない！」
と指摘されてしまった・・・







社会保障費の中で、薬局は
コストとだけしか映っていない・・・



調剤技術料
1.9兆円

歯科技術料
2.7兆円

医科技術料
28兆円

医療費の適正化を考える場合、その主戦場はどこだろうか？

しかし、薬局は医療提供者でもあり
小売業者でもあるという特性を考えれば

もっと活用できるはずだ！



調剤技術料
1.9兆円

歯科技術料
2.7兆円医科技術料

28兆円

医療費の適正化を考える場合、その主戦場はどこか？



２．我が国の医薬分業が直面している課題

～Part.1 薬局を取り巻く情勢 ～



ポストコロナ時代は
デジタルトランスフォーメーション(DX)の時代だ！

市民の生活スタイルが変わる！
医療提供、薬局のあり方も変わる！



行政事業レビュー厚生労働省保険局資料（平成29年11月16日開催）



急速に進む規制改革・デジタルシフト！
医療提供の在り方や、患者の受診行動にも

大きな変化が起こる事が予測される

その大きな変化の中で
調剤薬局も自ら変容していかないと

従来の価値観のままでは
窮地に追い込まれるかもしれない・・・



オンライン資格確認の導入

令和３年10月からマイナンバーカードによる
患者保険資格の確認が始まる



オンライン資格確認の導入



オンライン資格確認の導入

処方時に併用薬・重複・相互作用のチェック
医師の手元で（一元管理）が可能になる！



重複投薬・相互作用アラート機能、検査値・病名も検討



電子処方箋による従来の顧客行動の変化

電子処方箋システムに38億円計上
厚労省 21年度予算の概算要求 2020.9.28

(電子処方箋の22年度実施を見据えて)



医薬品流通の劇的変化！

処方箋薬のデリバリーサービス開始
ジェイフロンティア

ジェイフロンティアは1日、配送事業を
手掛けるロジクエストと協業し、
ジェイフロンティアが運営する
「健康日本堂調剤薬局」で、
電話での服薬指導後に最短30分
で処方箋薬を届けるサービス
を同日から開始したと発表した。
薬局内での新型コロナウイルス
感染拡大防止に寄与する
としている。

2020年9月1日



薬局は今、
新しい時代に適応する
薬局ならではの新しい価値の創出
が求められている！



３．医薬分業の未来
薬局の在り方を考える

～Part.1 薬局を取り巻く情勢 ～





新型コロナ禍で地殻変動のように起こった社会の変化！
我が国も新しいリーダーにより

デジタルシフト、規制改革、に大きく舵を切った！

本当に変化の時代が来た！

危機感一杯の状況でもあるが
今までの価値観も生き方もオールリセットして
建て直すチャンスと捉える事もできる！



新型コロナで再認識されたこと・・・
それは薬局はライフラインの一つとして
社会に存在しているということだ！



厚生労働省患者のための薬局ビジョン概要平成27年10月23日



薬局はその立地の特性
を生かし、地域に必要な

モノの供給拠点の責務
を担い、これから求められる

薬局機能の最大化！
を目指すべきだ！

（社会インフラとしての存在意義）



このように“崩壊側”に並ぶのではなく・・・
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ポストコロナ時代の薬局のあり方・・・



“崩壊”させない！ために
もっと予防側、感染拡大の水際の部分で活動し

医療従事者の負担軽減に貢献すべき！
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感染拡大の水際
で貢献する薬局・・・・

薬局自体がもう少し直接的に
感染症対策拠点になれれば・・・！
また薬剤師自身がもう少し直接的に

感染症対策貢献者へと機能できれば・・・！
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今までの処方せんに依存した経営の在り方から

地域住民の健康の拠り所
となる、本来の薬局の姿に変容する！

薬局が地域住民の健康を守りサポートする拠点
となるようにモノと機能を充実させる！
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日本の医薬分業は従前の仕組みを
少しづつ改良しながら進んできた
（FORECASTING な手法）

FORECASTING



これからは到達すべき未来の姿から逆算して
次に打つべき一手を考えていく必要がある！

（BACKCASTING な手法）

BACKCASTING





例えばワクチンの接種
季節性のインフルエンザワクチンもそうだが、

新型コロナワクチンの接種が薬局で可能になったら・・・



米Pittsburgh大学医学部は、2020年4月2日、新型コ
ロナウイルス（SARS-CoV-2）のスパイク（S）蛋白質を
抗原とし、マイクロニードルパッチで投与するワクチン候補を
開発し、マウスで抗体価の上昇を確認したと、2020年4月
1日、EBioMedicine誌のオンライン版に報告した。

テクノロジーは日々進化している・・・



皮膚内溶解型マイクロニードル
が普及すれば・・・

・使用法が簡単
・低コスト
・痛みが無い
・室温保存が可能
・注射器は不要
・大量生産が可能
・針刺し事故の回避







医療用医薬品の保険給付額を減少させる策として
「処方箋医薬品以外」の存在に注目する手がある

非処方せん医薬品の適正販売の普及！



2005年3月30日



日本薬局大改革計画！
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今の日本の薬局業界に必要なのは
10年、いや20年後を見据えて
本来あるべき薬局の姿を目指す

日本薬局大改革計画！
の構築だ！



これまでPart.1 薬局を取り巻く情勢 として

１．医薬分業が置かれている現状
２．我が国の医薬分業が直面している課題
３．医薬分業の未来

という客観的状況について考えてみた

だが、近年のIT化、AI化による
デジタルシフト時代の変化は急速である！
常に最新情報、最新状況の把握に
バージョンアップし続ける必要がある！
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そしてもっと大切な事は
現状をしっかりと見据えた上で
薬局は、薬剤師は、どのように
行動していくべきか？という
具体的アクションプラン
を考え続けていく事だ！
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about

これから急速にデジタルシフトする我が国の
10年後の薬局はどうなっているだろうか？


